開催計画書
１　コンベンション開催概要
（１）コンベンションの名称

（２）開催者（申請者）
氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先：
（３）開催期間　　　年　　月　　日から　　年　　月　　日まで（　　日間）
（４）主な会場
（５）参加予定者数等
　　ア）国際コンベンションの場合

1 参加予定者数　　　人 
内、国内在住者　　　 人 （内、オンライン参加者　　　人）
    海外在住者　　　 人 （内、オンライン参加者　　　人）

2 参加者の出身国の数（日本含む）　（　　　　　　　　か国）

　　イ）国内コンベンションの場合
参加予定者数　　　人 （内、オンライン参加者　　　人）
２　市内観光（エクスカーション）の概要

（１）実施予定日

　　年　　月　　日　　　

（２）訪問予定場所

３　市内の宿泊施設及び観光に係る情報の提供方法

４　参考
（１）会議内容の概要
（２）開催組織（会議開催及び運営に係る組織体制の分かる資料を添付すること。）
開催収支計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（収入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　　分
	予　算　額
	摘　　要

	補助金
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　　計
	
	


（支出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　分
	予　算　額
	摘　要

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	その他
	
	

	合　計
	
	


　
　
役　員　等　名　簿
	役　　職
	氏　　　名
	氏名読み仮名
	生 年 月 日

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


誓　約　書
私は、下記の事項について誓約します。
なお、大津市が必要な場合には、滋賀県警察本部に照会することについて承諾します。

記
１  自己または自社もしくは自社の役員等は、次の各号のいずれにも該当しません。
(1)　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」という。）又は同条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）であると認められる。

(2)　役員等（法人である場合は役員又は支店若しくは営業所の代表者その他これらと同等の責任を有する者をいい、法人以外の団体である場合は代表者、理事その他これらと同等の責任を有する者をいう。）が暴力団員であると認められる。

(3)　暴力団又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認められる。

(4)　自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用したと認められる。

   年 　  月 　  日

様
〔法人、団体にあっては事務所所在地〕

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　
[法人、団体にあっては法人･団体名･代表者名]

（ふりがな）
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　
[代表者の生年月日]
生年月日　　（明治･大正･昭和･平成）　　　年　　　月　　　日　　　　　　
